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遣
唐
使
の
墓
誌
発
見 

阿
倍
仲
麻
呂
と
同
期
留
学
、
玄
宗
皇
帝
に
仕
え
る 

中
国 

朝
日
新
聞
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
一
日
朝
刊
よ
り 

  

唐
の
都
・
長
安
の
あ
っ
た
中
国
・
西
安
で
、
八
世
紀
前
半
に
阿
倍
仲
麻
呂
ら
と
と
も
に
遣
唐
使
と
し
て
渡
り
な

が
ら
、
現
地
で
亡
く
な
っ
た
日
本
人
留
学
生
の
墓
誌
（
死
者
の
簡
単
な
伝
記
）
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
人
生
や
、

死
を
惜
し
ん
だ
玄
宗
皇
帝
が
高
官
の
役
職
を
贈
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
代
の
日
本
人
の
墓
誌

が
中
国
で
発
見
さ
れ
た
の
は
初
め
て
。
古
代
東
ア
ジ
ア
の
交
流
や
、
遣
唐
使
の
実
態
を
伝
え
る
前
例
の
な
い
発
見

と
い
え
る
。
西
安
で
一
〇
日
開
か
れ
た
記
者
会
見
で
発
表
さ
れ
た
、
と
中
国
国
営
新
華
社
通
信
が
伝
え
た
。 

  

西
安
の
西
北
大
学
博
物
館
が
最
近
入
手
し
た
も
の
で
、
三
九
・
五
セ
ン
チ
四
方
の
石
に
、
名
前
は
「
井
真
成
」

で
「
国
号
日
本
」
な
ど
十
二
行
で
一
七
一
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
生
ま
れ
つ
き
優
秀
、
国
命
で
派
遣
さ
れ
勉
学

に
励
み
、
宮
廷
で
役
職
に
つ
い
た
が
、
急
病
で
開
元
二
二
（
七
三
四
）
年
に
三
六
歳
で
死
去
、
魂
は
故
郷
に
帰
る

だ
ろ
う
、
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

現
存
の
実
物
資
料
と
し
て
は
国
号
「
日
本
」
が
使
用
さ
れ
た
最
古
の
例
と
な
る
。 

 

共
同
通
信
に
よ
る
と
、
西
安
市
内
の
工
事
現
場
で
見
つ
か
り
個
人
が
収
蔵
し
て
い
た
も
の
を
西
北
大
の
博
物
館

員
が
収
集
し
た
。 

 

当
時
の
遣
唐
使
は
十
数
年
に
一
度
の
不
定
期
。
年
齢
か
ら
、
七
一
七
年
の
遣
唐
使
に
一
九
歳
で
留
学
生
と
し
て
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参
加
し
た
と
み
ら
れ
る
。
仲
麻
呂
や
吉
備
真
備
、
僧
玄
昉
（
げ
ん
ぼ
う
）
ら
に
乗
組
員
を
加
え
た
、
総
勢
五
五
七

人
の
回
だ
。 

 
遣
唐
使
は
、
唐
で
活
躍
し
た
仲
麻
呂
の
ほ
か
は
、
日
本
で
五
位
以
上
の
官
位
を
持
つ
参
加
者
し
か
記
録
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
こ
の
人
物
に
該
当
す
る
記
述
は
な
く
、
日
本
名
な
ど

は
分
か
ら
な
い
。 

 

死
後
に
皇
帝
か
ら
贈
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
近
く
に
仕
え
る
「
尚
衣

奉
御
」（
尚
衣
局
の
責
任
者
）
と
い
う
、
従
五
品
上
の
役
職
。
中
国
の

官
位
は
一
～
九
品
に
分
か
れ
、
五
品
以
上
が
皇
帝
の
前
に
出
る
こ
と

が
で
き
る
。
唐
で
役
人
と
し
て
出
世
し
た
ほ
ぼ
同
年
齢
の
仲
麻
呂
は
、

真
成
が
死
亡
し
た
年
に
従
五
品
下
に
昇
格
し
て
お
り
、
二
人
は
似
た

コ
ー
ス
を
歩
ん
で
い
た
可
能
性
が
強
い
。
仲
麻
呂
は
安
南
節
度
使
（
ベ

ト
ナ
ム
地
方
の
長
官
）
に
ま
で
昇
進
し
て
い
る
。 

 
墓
誌
に
は
朝
廷
内
の
役
職
に
つ
い
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述

は
あ
る
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
役
職
だ
っ
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い

な
い
。 

 

希
少
記
録
で
重
要 

 

町
田
章
・
奈
良
文
化
財
研
究
所
所
長
（
考
古
学
）
の
話 

阿
倍
仲

西安で発見された遣唐使・井真成の墓誌 
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麻
呂
と
と
も
に
養
老
元
年
の
遣
唐
使
で
行
っ
た
留
学
生
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
奈
良
時
代
の
遣
唐
使
に
つ

い
て
は
断
片
的
に
記
録
が
残
っ
て
い
る
だ
け
。
遣
唐
使
の
歴
史
を
解
明
す
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な
発
見
だ
。 

 
 名

は
井
真
成
、
国
命
で
唐
へ
や
っ
て
き
た 

 

新
華
社
通
信
に
よ
る
と
、
発
見
さ
れ
た
墓

誌
の
銘
文
は
以
下
の
通
り
（
句
読
点
は
西
安

晩
報
に
基
づ
く
。
□
は
判
読
不
能
の
文
字
）
。 

「
贈
尚
衣
奉
御
井
公
墓
並
序 

公
姓
井
、
字

真
成
、
国
号
日
本
。
才
称
天
縦
、
故
能
□
命

遠
邦
、
馳
騁
上
国
。
蹈
礼
楽
、
襲
衣
冠
、
束

帯
□
朝
、
難
與
儔
矣 

豈
図
強
学
不
倦
、
聞

道
未
終
、
□
遇
移
舟
、
隙
逢
奔
駟
。
以
開
元

廿
二
年
正
月
□
日
、
乃
終
於
官
弟
、
春
秋
卅

六
。
皇
上
□
傷
、
追
崇
有
典
。
詔
贈
尚
衣
奉

御
、
葬
令
官
□
。
即
以
其
年
二
月
四
日
、
窆

於
万
年
県
滻
水
□
原
、
礼
也
。
嗚
呼 

素
車

暁
引
、
丹
旐
行
衰
。
嗟
遠
□
兮
頽
暮
日
、
指

窮
郊
兮
悲
夜
台
。
其
辞
曰 

□
乃
天
常
、
哀

遣唐使・井真成墓誌銘の拓本 
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茲
遠
方
。
形
既
埋
於
異
土
、
魂
庶
帰
於
故
郷
」 

 

氣
賀
澤
保
規
・
明
治
大
教
授
（
中
国
史
）
に
よ
る
抄
訳
は
以
下
の
通
り
。 

 

「
姓
は
井
、
字
（
あ
ざ
な
）
は
真
成
、
国
は
日
本
と
号
す
。
生
ま
れ
つ
き

優
秀
で
、
国
命
で
遠
く
唐
に
や
っ
て
き
て
、
一
生
懸
命
努
力
し
た
。
学
問
を

修
め
、
正
式
な
官
僚
と
し
て
朝
廷
に
仕
え
、
活
躍
ぶ
り
は
抜
き
ん
で
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
思
わ
ぬ
こ
と
に
、
急
に
病
気
に
な
り
開
元
二
二
年
の
一
月
に
官
舎

で
亡
く
な
っ
た
。
三
六
歳
だ
っ
た
。
皇
帝
は
大
変
残
念
に
思
い
、
特
別
な
扱

い
で
埋
葬
す
る
こ
と
に
し
た
。
尚
衣
奉
御
の
位
を
贈
っ
た
。
二
月
四
日
に
万

年
県
の
川
の
ほ
と
り
に
埋
葬
し
た
。
体
は
こ
の
地
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
魂
は

故
郷
に
帰
る
に
ち
が
い
な
い
」 

 
キ
ー
ワ
ー
ド
・
遣
唐
使 

 

六
三
〇
年
か
ら
二
百
数
十
年
に
わ
た
っ
て
約
二
〇
回
計
画
さ
れ
た
が
、
実

際
に
渡
航
し
な
か
っ
た
時
も
あ
り
、
数
え
方
に
も
諸
説
あ
る
。
八
世
紀
以
降

は
四
隻
の
船
に
合
計
約
五
〇
〇
人
も
の
人
員
が
乗
船
。
最
澄
や
空
海
ら
多
く

の
留
学
僧
・
留
学
生
や
技
術
者
が
同
乗
し
、
最
新
の
大
陸
文
化
を
日
本
に
持

ち
帰
っ
た
。
唐
の
衰
退
と
と
も
に
意
義
が
薄
れ
、
菅
原
道
真
の
建
議
で
八
九

四
年
、
廃
止
さ
れ
た
。 

遣唐使・井真成墓誌銘の拓本 


